
                         

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

心豊かにたくましく生きる子供の育成 
＜めざす児童像＞ 

 敬愛 互いの「よさ」を認め、思いやりの心をもつ子 

 剛健 すすんで心身をきたえ、明るく希望に燃える子 

 修学 自ら学び考え、全力を尽くす子 R3.12.14 
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安居小学校周辺は土砂災害特別警戒区域になっています。今回は地 

震の後裏山が崩れたという設定で避難訓練を行いました。子どもたち 

は放送の指示で、教員の避難誘導のもと静かに南校舎 3 階まで避難で 

きました。 

地震や火災、水害・土砂災害などはいつ起こるかわかりません。い 

ざというとき自分自身の命を守れるように学校では避難訓練を年２回 

実施しています。ぜひお家でも災害が起こったときの避難場所や連絡 

方法などをお子様と確認しておいてください。 

 

PTA「花いっぱい運動」として、11 月 19 日に 1 年生

がチューリップの球根を植えました。お手伝いに来てく

ださった保護者の方に手助けやアドバイスをいただきな

がら、まず一人一人が自分の植木鉢に球根を植えた後、

友達と協力しながら、学校のプランターに球根を植えて

いきました。これから水やりなどのお世話をしっかり行

い、春にはきれいな花を咲かせてほしいと思います。植

物を育てることは、感受性を豊かにする効果や思いやり

を育む効果があるとされています。子供たちにも相手の

ことを思い、喜んで手を貸せる優しい心が育まれること

を願っています。 

 

安居社会福祉協議会の主催で２年に１回、

５，６年生を対象に行われています。高齢者

が自分たちと違う点や認知症の方々への接

し方などをパワーポイントや寸劇を通して

わかりやすく教えていただきました。認知症

の方は増えていて、そういう方々をサポート

していくには、子供のうちから認知症に対し

ての理解を深めていくことが大切です。安居

地区も高齢化が進んでおり、地域全体で身近

なこととして考えていかなくてはならない

と思います。 

安居中学校の２年生がホタルについて学習し、幼虫を育ててき

ました。そして、１１月１９日（金）、小学３年生にホタルの生態

について教えてくれました。子どもたちは中学生の説明を真剣に

聞いたり、幼虫を食い入るように見て熱心に観察したりしていま 

  した。その後、公民館近くのビオトープに行き、幼虫と 

カワニナの放流を行いました。 

   自然豊かな安居の郷の象徴でもあるホタルが将来も 

見られるように、これからも、安居地区のことを小中一

緒に考えていく取組を是非行っていきたいと思いま

す。 



                                

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

                                                 

11/27(水）に「家庭・地域・学校協議会」がありました。 
 

                                

切 り 取 り 線 

この学校だよりは、学校のHP（http://www.fukui-city.ed.jp/ago-e/）でもご覧になれます。 

 

「児童の声・保護者の声・地域の声」ご意見やご感想をお知らせください。学校 HPからのメールでも構いません。 

       

 

     年 名前            （無記名でも結構です） 

      

   

切 り 取 り 線 

 コロナの影響で当初予定の春から延期さ

れていた宿泊学習が１１月９日、１０日に実

施されました。児童にとっては待ちに待った

宿泊学習。１日目は雨天のため朝倉探索がで

きず残念でしたが、代わりに子ども歴史文化

館の見学や少年自然の家での焼き杉板作り

を行いました。夜はキャンドルサービスを行

い、自分たちで考えたレクリェーションを楽

しむなど大変意欲的に活動できました。２日

目は友達と協力しながら野外炊さんを行い、

おいしいカレーライスを作ることができま

した。 

家族と離れてクラスメイトと２日間を過

ごす中で普段体験できない経験をし、友達と

の友情をさらに深める有意義な学習となり

ました。 

 

 

 この会は、地区の各代表の方々から、安居小学校の教育に関する 

ご意見を賜り、今後の教育活動に生かしていこうというものです。 

情報交換する中で、今年度地区内で不審者が数回目撃されている 

ということがわかり、より一層の注意喚起、見守り活動が必要であ 

ることを確認しました。また登校時、見守り活動をしてくださって 

いる方への児童の挨拶があまりなく、寂しいというご指摘をいただ 

きました。学校でも挨拶指導を行っていきますが、お家の方でも声 

かけをしていただけるとありがたいです。 

今後も安居の子どもたちの健やかな成長のために、家庭、地域、 

諸機関と連携し、地域に根ざした開かれた学校づくりを行っていきます。 

 

１２月１０日は人権デーです。本校でも１２月６日から１０日を人権 

週間とし、さまざまな取組を行いました。１２月６日（月）には人権集会を

開き、校長の読み聞かせによる「ぼくのきもちきみのきもち」といういじめ

に関するお話を使って人権について考えました。各学級では、道徳の授業に 

人権について話し合いました。また、放送委員会が「君 

に届けるプレゼント」という企画をし、たくさんの子ど

もたちが友達の思いやりのある行動に対する感謝の気

持ちをメッセージカードに書いて紹介してくれまし

た。 

         子どもたちが１日の多くの時間を過ごす学校が、互 

いの人権を大切にできる温かい場であるよう、    

これからも様々な活動を通して子どもたちの人権感覚 

を高めてきたいと思います。                                

 

  


